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「友よ声を合わせ喜びの歌を」 スローガン  ～百花繚乱～自らの声で花を咲かせろ～ 

校長 窪田 和彦 

１０月２６日（土）、運動会と並んで秋の大きな行事で

ある文化祭が開催されました。学校公開３日目、本校体

育館での開催となりましたが、多数の保護者、地域の皆

様にご来場いただきましてありがとうございました。文

化祭当日には、約 800 名の方々に生徒たちの発表等を

見ていただきました。以前本校で学級担任をしていた時、

この体育館で文化祭を開催していたこともあり、各クラ

スの合唱を聴きながら若かったその時代を思い出してい

ました。 

音楽には不思議な力があります。曲を聴くだけでその

曲を歌っていた頃や聴いていた時のことが思い出されます。たとえ何十年前のことでも思い出させてくれ

ます。以前担任をしていたクラスで歌っていた合唱曲が数曲ありましたが、あの頃一生懸命練習していた様

子や生徒の歌っている表情が脳裏に浮かんできました。 

音楽にはいろいろなジャンルがありますが、特に生徒が発表した合唱は、聴く人に感動を与えるものです。

ソプラノ・アルト・テノール・バスと違う音を重ねることで素敵なハーモニーとなります。一人一人の声の

高さ、質、大きさが皆違うのに、全員が一つの曲を完成させようと心を合わせ、声を重ね合わせることで聴

く人の心を動かす素敵な音楽になるのです。お互いの音の違いを認め合いながら、一つの曲を完成させる。

それが聴く人にとって心地良いのかもしれません。 

９月１９日より、３年生は昼休み・放課後３人１組で校長面接を行っています。その中で、全員に「南中

のことを知らない人に、この学校を紹介するとして、１つだけ自慢をするとしたら、あなたは何を自慢しま

すか？」と質問をしています。すると、「ハイ 合唱です。」理由を尋ねてみると、「プレミアム合唱団が結

成されているからです。」「一生懸命に歌う姿に感動するからです。」「クラスの心が１つになり、文化祭に向

けて昼休みや放課後に取り組んでいるからです。」「１年生の時の文化祭で、３年生の合唱を聴いて、自分も

あのような素晴らしい合唱をしたいと思ったからです。」など、合唱が南中の伝統ですと自信をもって答え

る生徒が沢山います。 

生徒が、認め合い、支え合

うことで、クラスや学年を

見事に成長させることがで

きた文化祭でした。 

季節の巡りは早く、もう

１１月です。日々の学校生

活、そして１時間１時間の

授業を大切にして、更なる

成長を期待しています。 

R 元.10.１現在      学級数 生徒数 
１ 学 年 ８ 30３ 

２ 学 年 ８ 29７ 

３ 学 年 ７ 271 

特別支援 ３ １7 

合  計 ２６ 88８ 


